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【米FDA】トファシチニブ：肺塞栓症と死亡リスク 
【米FDA】フェブキソスタット：死亡増を黒枠警告 
【マレーシアNPRA】アモキシシリン/クラブラン酸：精神神経症状 
【WHO】セフトリアキソン：高齢者で肝炎発症 
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国際蘇生連絡委員会による「コンセンサス 2015」 
蘇生の差し控えに関する考え方の変容 
両親との対話とケア 
おわりに 
       表１ ： 新生児に対する蘇生の差し控えの指針 
       表２ ： 新生児・幼児への治療を保留できる場合 
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編集後記 

★薬剤師の責任のもと、非薬剤師でも調剤業務の一部が可能であることが厚生労働省より明示された★近年、世の中が

薬剤師に求めることが変化し、増大しているが、薬剤師の負担を軽減し、その職能を発揮すべき本来の業務に集中する

ことが、薬物療法の質の担保・向上に寄与するはずである★人工知能の発達により、多くの既存の仕事が機械へ置き換

わることが広く報道されている。すでに調剤ロボットを導入している薬局もあり、将来的に薬を取りそろえる作業のほ

とんどは非薬剤師に置き換わっていくであろう★処方監査や服薬指導のあり方も大きく変わるはずで、定型的な疑義照

会や患者指導もテクノロジーが代替することになると思われる★今後は、薬剤師の専門性を活かし、患者個別に必要性

や安全性の評価を行い薬物治療に介入・貢献していくことや、他職種と連携したり非薬剤師と協働することで、より質

の高い医療を効率的に提供することが求められる時代となる。（つ） 


